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  ０１１ 

提案機関名提案機関名提案機関名提案機関名 横須賀三浦地域県政総合センター  

 

 要望問題名要望問題名要望問題名要望問題名  化学肥料、化学合成農薬の５割削減による栽培技術体系の確立 

 要望問題要望問題要望問題要望問題のののの内容内容内容内容    【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等） 】 

＜背景＞ 

平成23年度から環境保全型農業直接支援対策が実施されることになり、要件を満たすエコファーマー等には10ａあ

たり8,000円の支援が受けられることになった。 

この直接支援を受けるためには、慣行に比べて化学肥料、化学合成農薬の５割削減と地球温暖化や生物多様性保

全等に効果が高い取組を行うことが要件となっている。 

＜内容＞ 

現行の環境保全型農業技術による栽培体系は、化学肥料、化学合成農薬の３割削減を目指したものである。 

このため、直接支援対策の円滑な導入と環境保全型農業のさらなる推進を図るためには、だいこん、キャベツなど主

要作物を対象に、化学肥料、化学合成農薬の使用を５割削減した栽培技術体系を早急に確立する必要がある。 

＜対象地域・規模等＞ 

 県内主要産地 

解決希望年限解決希望年限解決希望年限解決希望年限 
 ①１年以内    ②２～３年以内    ③４～５年以内    ④５～１０年以内 

対応対応対応対応をををを希望希望希望希望すすすす 

るるるる研究機関名研究機関名研究機関名研究機関名 
 ①農業技術センター  ②畜産技術所 ③水産技術センター 

 ④自然環境保全センター 

  備備備備    考考考考 

  ※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。 

 回答機関名回答機関名回答機関名回答機関名 
農業技術センター 

担当部所担当部所担当部所担当部所 
農業環境研究部 

 

 対応区分対応区分対応区分対応区分 
 ①実施 ②実施中 ③継続検討 ④実施済 ⑤調査指導対応 ⑥現地対応 ⑦実施不可 

 試験研究課題名試験研究課題名試験研究課題名試験研究課題名  （①、②、④の場合） 

   １．精密土壌管理技術による低コスト施肥技術の開発 

 ２．化学合成農薬の使用を減らすための病害虫防除技術の開発 

 対応対応対応対応のののの内容等内容等内容等内容等    

 化学肥料削減技術については上記１．の課題の中で、土壌の残存養分や植物の反応を利用した減

肥技術について検討中です。 

 化学合成農薬削減技術については上記２．の課題の中で、代替資材の利用や総合的病害虫管理

による減農薬技術について検討中です。 

 解決予定年限解決予定年限解決予定年限解決予定年限 
 ①１年以内 ②２～３年以内 ③４～５年以内 ④５～１０年以内 

 備備備備    考考考考 

 


